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▶本号の特集では2015年にスタートした「医療
事故調査制度」を取り上げました。昨年秋の学会
で，本制度と看護管理者の役割について聴講し，
特集立案に至りました。学会では，不幸にして予期
せぬ死亡事例が起こり，その後に医療事故調査・
支援センターへの報告に至った施設から発表があ
りました。組織全体で再発防止を考えるために必要
なプロセスだった，とポジティブに受け止めておられ
たことが印象に残るとともに，患者・家族や社会に
対する医療の透明性を確保するためには，看護管
理者の倫理的行動とリーダーシップが不可欠であ
ることも感じました。▶特集を通じて，調査・支援に
当たる同センターの業務は，多くの看護職が支えて
いることも知っていただけたかと思います。医療安
全対策が国際的なトピックになって約20年。医療
界全体や各施設での医療安全文化の醸成を，看
護職が支え続けていることを再確認する機会になり
ました。� （小齋）

▶柳田邦男氏の連載「おとなが読む絵本」では，
毎月数冊の絵本を紹介しています。絵本にはすぐに
役立つ答えやヒントが載っているわけではありませ
ん。しかし，本当にいろいろな人や動物が表情豊
かに描かれており，少しだけ立ち止まって多様なス
タッフや患者さんのことを考える時間になるのでは
と感じています。▶家からほど近くにある「柏の葉
T-SITE」という蔦屋書店を中核とした生活提案
型商業施設がにぎわいを見せています。書店を中
心に，カフェや専門店を併設した施設ですが，絵本
の読み聞かせや体験型の講座などを開催し，土
日は家族連れ，平日はイベントやスクールを目当て
に人が集まっています。イベントの関連書籍はもちろ
ん，目についた本を手に取ることもしばしば。買うと
決めた本であればネットで済んでしまう昨今，体
験・発見につながる書店の可能性を感じるととも
に，読書会やセミナーといった本に関連したイベント
など，本を手に取ってもらうきっかけとなる“場づくり”
の重要性を強く感じました。� （石塚）
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高齢者への急性期治療の選択支援 
患者が望む退院後の生活，患者にとっての最善を見据えて
超高齢患者，認知症患者の増加に伴い，急性期医療の場での治療の選択やケアのあり方が
問われています。“地域における退院後の生活を想定した急性期治療の選択支援”に看護職
が能動的に関与することが求められています。この課題を突き詰めると「患者はどのような生活
を望んでいるのか」「患者にとっての最善の状態はいかなるものか」が問いとなるでしょう。� �
本特集では，「高齢者への急性期治療の選択支援」について課題共有を行うとともに，超高
齢者や認知症患者への急性期病院の看護において直面した困難と探索的解決のプロセスに
ついて事例紹介を行います。

地域包括ケアシステムに求められる急性期看護とは何か◉島田千穂
看護師による摂食機能療法の取り組み効果と課題◉堤福子
超高齢認知症患者への検査継続は患者の益となるのか◉木村陽子
地域包括ケア病棟における超高齢者の退院支援◉奥田あゆみ
入院時せん妄の間質性肺炎患者の
在宅酸素療法導入に向けた退院支援◉千田真子
【座談会】地域包括ケアにおける高齢者への急性期治療の選択支援
患者が望む退院後の生活，患者にとっての最善を見据えて◉島田千穂，青木由香，井上由美子ほか
超高齢患者や認知機能が低下した患者への
急性期病院におけるケア・医療のあり方を考える◉伊東美緒

巻頭
大学院で学ぶ看護管理学
現場の実践から新たな「知」を生むために⑰
四国大学大学院

特別記事
学習学の視点から考える「組織変革」
変革のプロセスを通じてスタッフが経験する「学習」とは
本間正人／市瀬博基

facebookアカウントをお持ちの方は「医学書院
『看護管理』」で検索していただき，「いいね！」を
お願いします。
twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いします。

facebook，twitterやってます！
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